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臨床に役立つ雑誌⑨ － 放射線科 －

画像診断学 の立場か ら

木 戸 尚 治

は じ め に

１８９５年 のｗｅ Ｒｂｎｔｇｅｎのχ線 の発見か ら、

’今日の放射線医学 は産声をあげ た。 今年は

Ｒｏｎｔｇｅｎの生誕１００年にあたるわけであるが、

この間に放射線医学は驚異的な進歩を遂げた。

Ｘ線の発見当時から放射線医学は診断及び治

療 において医療に重要な貢献をして きた。

１９７０年代になるとＸ線ＣＴ（コンピュ ータ断

層撮影）が登場してそれまでの診断学が根本

から見直されることとなった。また超音波や

ＭＲＩ（磁気共鳴映像法）などのＸ線以外を

用いた画像診断法も登場して、診断学の幅を

広げた。一方、１９６０年代からはＩｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌ

ｒａｄｉｏｌｏｇｙが臨床で実用化され始 めた。これ

はカテ ーテルを直接血管に挿入して、造影剤

により病変を描出する診断法である。この診断

法はＤＳＡ（Ｄｉｇｉｔａｌ ＳｕｂｔｒａｃｔｉｏｎＡｎｇｉｏｇｒａｐｈｙ）

の登場とともにますます重要な検査となった。

また病変を描出すると同時にカテーテルから

抗癌剤や塞栓物質を注入することにより治療

を 行うことも可能になり、診断のみならず治

療分野にも守備範囲は広がった。その他、放

射線治療学、核医学の発達もめざましいもの

がある。しかしながら私自身は放射線科医と

いっても画像診断学が専門であ るため、放射

線治療学や核医学の雑誌に関しての知識は乏

しい。それで今回はこれらの領域に関する雑

誌について取り上げなかった点をお許し願い

きど しょうじ：西宮市立中央病院放射線科・副医長

たい。また臨床医の立場でありながら技術系

の雑誌の紹介がやや多いような印象を持たれ

るかもしれないがしれないが、これも私の研

究領域が”コンピュータを用いた画像診断支

援システム”であるためなのであり、重ねて

お許し願いたいと思う。

２． 外国雑誌

放射線医学領域の雑誌といっても無数にあ

り、おそらく私自身もすべての雑誌の名前を

耳にしたことはないと思う。現在ではこれら

すべての雑誌の名前を記憶して いなくても

Ｍｅｄｌｉｎｅで検索をかければ必要な情報を簡単

に教えてくれるので大変に便利である。とり

あえず主要な雑誌を挙げるとすれば、表１に

挙げるようなものではないかと考えられる。

この３８誌はＲＳＮＡ（ＲａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌＳｏｃｉｅｔｙｏｆ

ＮｏｒｔｈＡｍｅｒｉｃａ； 北米放射線学会）が毎年出

している ＩｎｄｅｘｔｏＩｍａｇｉｎｇＬｉｔｅｒａｔｕｒｅ に

収録されているものである。雑誌の内訳とし

ては北米が３０誌でヨーロッパが７誌であり、

ＡｕｓｔｒａｌａｓｉａｎＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＡｕｓｔｒａｌａｓＲａｄｉｏｌ）

がそれ以外の地域よりただ一誌収録されてい

る。残念ながら日本の雑誌は収録されていな

い。ＲＳＮＡはその名前の通り、アメリカ合衆

国を中心とする放射線学会で、この学会の

ｏｆｆｉｃｉａｌｊｏｕｒｎａｌであるＲａｄｉｏｌｏｇｙ は放射線

関係では最も権威のある雑誌である。ちなみ

に毎年１１月の終わりから１２月の初めにシカゴ
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表１． １９９５年版ＲＳＮＡ ＩｎｄｅｘｔｏＩｍａｇｉｎｇＬｉｔｅｒａｔｕｒｅ に掲載されている雑誌

ＡｂｄｏｍｉｎａｌＩｍａｇｉｎｇ（ＡｂｄｏｍＩｍａｇ）． ＡｃｔａＯｎｃｏｌｏｇｉｃａ（Ａｃｔａ Ｏｎｃｏｌ），

ＡｃｔａＲａｄｉｏｌｏｇｉｃａ（ＡｃｔａＲａｄｉｏｌ）， ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ（ＡＪＮＲ），

ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＲｏｅｎｔｇｅｎｏｌｏｇｙ（ＡＪＲ）， ＡｕｓｔｒａｌａｓｉａｎＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＡｕｓｔｒａｌａｓＲａｄｉｏｌ），

ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＲａｄｉｏｌｏｇｙ（Ｂｒ ＪＲａｄｉｏｌ），

ＣａｎａｄｉａｎＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆＲａｄｉｏｌｏｇｉｓｔｓＪｏｕｒｎａｌ（ＣａｎａｄＡｓｓｏｃＲａｄｉｏｌＪ），

ＣａｒｄｉｏｖａｓｃｕｌａｒａｎｄＩｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＣａｒｄｉｏｖａｓｅＩｎｔｅｒｖｅｎｔＲａｄｉｏｌ），

ＣｌｉｎｉｃａｌＩｍａｇｉｎｇ（ＣｌｉｎＩｍａｇ）． ＣｌｉｎｉｃａｌＮｕｃｌｅａｒ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ＣｌｉｎＮｕｃｌ Ｍｅｄ），

Ｃｌｉｎｉｃａｌ Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ（ＣｌｉｎＲａｄｉｏｌ），

ＣｏｍｐｕｔｅｒｉｚｅｄＭｅｄｉｃａｌＩｍａｇｉｎｇａｎｄＧｒａｐｈｉｃｓ（ＣｏｍｐｕｔＭｅｄＩｍａｇＧｒａｐｈ），

ＥｕｒｏｐｅａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＥｕｒＪＲａｄｉｏｌ）， ＥｕｒｏｐｅａｎＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＥｕｒＲａｄｉｏｌ），

ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＪｏｕｒｎａｌｏｆＲａｄｉａｔｉｏｎＯｎｃｏｌｏｇｙＢｉｏｌｏｇｙＰｈｙｓｉｃｓ（ＩｎｔＪＲａｄｉａｔＯｎｃｏｌ ＢｉｏｌＰｈｙｓ），

ＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｖｅＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＩｎｖｅｓｔＲａｄｉｏｌ）， ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌ Ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ（ＪＣＵ），

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ ＣｏｍｐｕｔｅｒＡｓｓｉｓｔｅｄＴｏｍｏｇｒａｐｈｙ（ＪＣＡＴ），

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆＤｉｇｉｔａｌＩｍａｇｉｎｇ（ＪＤｉｇｉｔａｌＩｍａｇ）．

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ ＭａｇｎｅｔｉｃＲｅｓｏｎａｎｃｅＩｍａｇｉｎｇ（ＪＭＲＩ），

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ（ＪＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌ），

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＮｕｃｌｅａｒＭｅｄｉｃｉｎｅ（ＪＮｕｃｌ Ｍｅｄ），

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＴｈｏｒａｃｉｃＩｍａｇｉｎｇ（ＪＴｈｏｒａｃＩｍａｇ），

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｌｔｒａｓｏｕｎｄｉｎＭｅｄｉｃｉｎｅ（ＪＵｌｔｒａｓｏｕｎｄＭｅｄ）．

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＶａｓｃｕｌａｒａｎｄＩｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＪＶＩＲ），

ＭａｇｎｅｔｉｃＲｅｓｏｎａｎｃｅｉｎＭｅｄｉｃｉｎｅ（ＭａｇｎＲｅｓＭｅｄ）， Ｎｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ（Ｎｅｕｒｏｒａｄｉｏｌ），

ＰｅｄｉａｔｒｉｃＲａｄｉｏｌｏｇｙ（Ｐｅｄｉａｔｒ Ｒａｄｉｏｌ）， ＲａｄｉｏＧｒａＰｈｉｃｓ（ＲａｄｉｏＧｒａｐｈｉｃｓ），

ＴｈｅＲａｄｉｏｌｏｇｉｃＣｌｉｎｉｃｓｏｆＮｏｒｔｈＡｍｅｒｉｃａ（Ｒａｄｉｏ１ＣｌｉｎＮｏｒｔｈＡｍ），

Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ（Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ），

ＳｅｍｉｎａｒｓｉｎＩｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＳｅｍｉｎＩｎｔｅｒｖｅｎｔＲａｄｉｏｌ），

ＳｅｍｉｎａｒｓｉｎＮｕｃｌｅａｒ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ＳｅｍｉｎＮｕｃｌ Ｍｅｄ）．

ＳｅｍｉｎａｒｓｉｎＲｏｅｎｔｇｅｎｏｌｏｇｙ（ＳｅｍｉｎＲｏｅｎｔｇｅｎｏｌ），

ＳｅｍｉｎａｒｓｉｎＵｌｔｒａｓｏｕｎｄＣＴａｎｄＭＲ（ＳｅｍｉｎｕｓＣＴＭＲ），

ＳｋｅｌｅｔａｌＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＳｋｅｌｅｔａｌＲａｄｉｏｌ），

ＵｌｔｒａｓｏｕｎｄｉｎＭｅｄｉｃｉｎｅａｎｄＢｉｏｌｏｇｙ（ＵｌｔｒａｓｏｕｎｄＭｅｄＢｉｏｌ）
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で行なわれる、ＲＳＮＡの主催するＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ

ＡｓｓｅｍｂｌｙａｎｄＡｎｎｕａｌ Ｍｅｅｔｉｎｇｓ は参加者５

万人を越す放射線関係では最大の学会であり、

日本からも多数の参加者がある。

主な雑誌を紹介したいと考えるが、その前

にＳＣＩ（ＳｃｉｅｎｃｅＣｉｔａｔｉｏｎＩｎｄｅｘ）のＩｍｐａｃｔ

Ｆａｃｔｏｒ（被引用頻度）を用いた雑誌のランキ

ングを紹介したい。１９９０年のＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ

による放射線関係の雑誌のランキングを一部

表にしてみた（表２）。この表ではＲａｄｉｏｌｏｇｙ

の３．５３２をトップにアメリカの有力誌は１点

を越えているが、ヨーロ ッパの雑誌では

ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＢｒＪＲａｄｉｏｌ）

の０．９４９が最高でありＡｃｔａＲａｄｉｏｌｏｇｉｃａ（Ａｃｔａ

Ｒａｄｉｏｌ）もＥｕｒｏｐｅａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＲａｄｉｏｌｏｇｙ

（ＥｕｒＪＲａｄｉｏｌ）も１点に遠く及ばない。Ｘ線

はドイツで発見されて、放射線医学はヨー

ロッパで発達したのであるが、現在ではその

主流は大西洋を越えてアメリカに完全に移っ

てしまっている。そのためヨーロッパの研究

者も論文はまずＲａｄｉｏｌｏｇｙを初めとするアメ

リカの雑誌に投稿するようである。雑誌のラ

ンキングが必ずしも雑誌の質や掲載されてい

る個々の論文の質を正確に表すわけではない

が参考にはして良いだろうと考えられる。

（１）Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ

“Ａｍｏｎｔｈｌｙｊｏｕｒｎａｌｄｅｖｏｔｅｄｔｏｃｌｉｎｉｃａｌ

ｒａｄｉｏｌｏｇｙａｎｄａｌｌｉｅｄｓｃｉｅｎｃｅｓｏｗｎｅｄａｎｄ

ｐｕｂｌｉｓｈｅｄ ｂｙｔｈｅＲａｄｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅｔｙ

ｏｆ Ｎｏｒｔｈ Ａｍｅｒｉｃａ，Ｉｎｃ．”とあるようにＲＳＮＡ

のｏｆｆｉｃｉａｌｊｏｕｒｎａｌである。内容は臨床を幅

広く網羅しているが、実験室で行われるよう

な基礎的な内容は比較的少ない。またＭｅｄｉｃａｌ

ｐｈｙｓｉｃｓ（”医用物理学”と訳されるが内容は

広い）の話題 も取り上げられる。 しかしなが

らＭｅｄｉｃａｌ ｐｈｙｓｉｃｓの内容でも実験的な内容

は後で述べる雑誌Ｍｅｄｉｃａｌ Ｐｈｙｓｉｃｓ（ＭｅｄＰｈｙｓ）

がカバ ーするためあまり採用されないようで

ある。このあたりの事情は、この雑誌の目的

による ものだと考え られる。Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ はア

メリカのどんな片田舎の放射線科医でも読ん

でいる雑誌なので、これら放射線科医に有用

な知識を提供しなければならないためである

ということである。そのため特殊な分野の論

文を投稿すると、“この原稿の内容は多 くの

読者の興味を引く内容ではない”という理由

で門前払いにされることがある。毎月５０近い

論文が掲載されどの論文 もヘビ ーであること

が多い。さすがに論文の質は高く取りあえず

チェックはする必要がある雑誌である。ただ

表２． １９９０年のＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ による雑誌ランキング

３．５３２

２．２５３

２．２２６

１．１２５

１．０４３

１．０４０

０．９４９

０．９３３

０．８３０

０．５８５

０．３０５

Ｒａｄｉｏｌｏｇｙ

Ｃａｎｃｅｒ

ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＲｏｅｎｔｇｅｎｏｌｏｇｙ

Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆＣｏｍｐｕｔｅｒ ＡｓｓｉｓｔｅｄＴｏｍｏｇｒａｐｈｙ

ＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｖｅＲａｄｉｏｌｏｇｙ

ＭｅｄｉｃａｌＰｈｙｓｉｃｓ

ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＲａｄｉｏｌｏｇｙ

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＴｈｏｒａｃｉｃＩｍａｇｉｎｇ

ＣｌｉｎｉｃａｌＩｍａｇｉｎｇ

ＡｃｔａＲａｄｉｏｌｏｇｉｃａ

ＥｕｒｏｐｅａｎＪｏｕｒｎａｌ ｏｆＲａｄｉｏｌｏｇｙ
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し統計処理などの厳密さに極めてうるさいの

で症例数の少ない研究速報的な論文が掲載さ

れることは少なく、また特殊な方法や薬剤を

用いた論文も少ない。このようにこの雑誌に

おける論文の採択は極めて厳しく、Ｅｄｉｔｏｒの

Ｓｉｅｇｅｌｎｉａｎは全世界の放射線科医に最も恐れ

られる人物となっている。

（２）ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＲｏｅｎｔｇｅｎｏｌｏｇｙ（ＡＪＲ）

Ｒａｄｉｏｌｏｇｙが東海岸に本拠を置いた重厚な

感じの雑誌構成であるのに対して、ＡＪＲ誌は

西海岸のせいかややライトな感じのする雑誌

である。この雑誌はＡｍｅｒｉｃａｎＲｏｅｎｔｇｅｎＲａｙ

Ｓｏｃｉｅｔｙのｏｆｆｉｃｉａｌｊｏｕｒｎａｌである。ずっと

クリームイエローの明るい（？）表紙であっ

たが、最近デザインが変更された。しかし前

の表紙の方が良かったような気がするのは回

顧趣味だろうか。内容はＲａｄｉｏｌｏｇｙよりも更

に臨床的な色彩が強い。レビューも多く臨床

に役立つ新しい知識を獲得するには良い雑誌

である。またコンピュータの臨床応用のセク

ションがあることも特色である。神経放射線

医学のセクションもあるが、この分野に関

してはＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ

（ＡＪＮＲ）が独立している。

（３）ＲａｄｉｏＧｒａｐｈｉｃｓ

ＲａｄｉｏＧｒａｐｈｉｃｓはＲＳＮＡが会員向けにＲａｄｉｏｌｏｇｙ

と一緒に送付する雑誌で、教育的配慮に重点

をおいた内容構成となっている。主要な論文

はＲＳＮＡのＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＥｘｈｉｂｉｔｓのレビューで

ある。ＲＳＮＡのＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＥｘｈｉｂｉｔｓの中から

審査員の推薦により選ばれたものが、論文形

式に書き直されて毎号掲載されている。ただ

しそのスタイルは他の雑誌に比べると比較的

フレキシブルで写真や図が多く取り入れられ

ていて解りやすい。もちろん推薦を受けた

ｅｘｈｉｂｉｔｓのすべてが掲載されるわけではなく、

３人のｒｅｖｉｅｗｅｒによる審査がある。この雑誌

は放射線医学のｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅな情報を得ること

ができる上に、特定の分野の専門家でなくて

も幅広い情報を得ることができて便利である。
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しかしＲａｄｉｏＧｒａｐｈｉｃｓは大学図書館には置い

てあるが、一般の病院の図書館にはあまり置

いていないのは残念である。むしろ一般の病

院で放射線科医以外の医師が気軽に手を伸ば

して読むのに適した雑誌であると考えられる。

またこの内容は画像を中心として一部 ＣＤ－ＲＯＭ

化されており、いわゆるインタラクティブな

操作による知識習得ができる。

（４）ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｏｍｐｕｔｅｒＡｓｓｉｓｔｅｄＴｏｒａｏ

ｇｒａｐｈｙ（ＪＣＡＴ）

ＣＴやＭＲＩに関する研究が中心に掲載されて

いる雑誌である。この雑誌は次に述 べる

ＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｖｅＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＩｎｖｅｓｔＲａｄｉｏｌ）

と同じく商業誌で奇数月に発刊されている。

原著は他の雑誌と同じようなスタイルだが

ＲａｄｉｏｌｏｇｙやＡＪＲに比べると症例報告が多く掲

載されることが特徴であり、また論文は比較

的短い。このようにモダリティを限定してい

る有名な雑誌としては他に、ＭＲＩに関しては

ＭａｇｎｅｔｉｃＲｅｓｏｎａｎｃｅｉｎＭｅｄｉｃｉｎｅ（ＭａｇｎＲｅｓ

Ｍｅｄ）やＪｏｕｒｎａｌ ｏｆ ＭａｇｎｅｔｉｃＲｅｓｏｎａｎｃｅ

Ｉｍａｇｉｎｇ（ＪＭＲＩ）、ＩｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌＲａｄｉｏｌｏｇｙ

に関してはＪｏｕｒｎａｌｏｆＶａｓｃｕｌａｒａｎｄＩｎｔｅｒ－

ｖｅｎｔｉｏｎａｌＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ｊｖｉＲ）、超音波に関し

てはＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＵｌｔｒａｓｏｕｎｄ（ＪＣＵ）

などが挙げられる。

（５）ＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｖｅＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＩｎｖｅｓｔＲａｄｉｏｌ）

とＡｃａｄｅｍｉｃＲａｄｉｏｌｏｇｙ（ＡｃａｄＲａｄｉｏｌ）

ＩｎｖｅｓｔＲａｄｉｏｌはＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｓｔｓのｏｆｆｉｃｉａｌｊｏｕｒｎａｌであった。

“あ っだ というのは１９９４年に、Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

ｏｆＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＲａｄｉｏｌｏｇｉｓｔｓは自前のｏｆｆｉｃｉａｌ

ｊｏｕｒｎａｌであるＡｃａｄＲａｄｉｏｌを創刊したからで

ある。Ｉｎｖｅｓｔ Ｒａｄｉｏｌのｃｈｉｅｆｅｄｉｔｏｒで あっ

たＨｉｌｌｎｉａｎは、現在ＡｃａｄＲａｄｉｏｌのｃｈｉｅｆｅｄｉｔｏｒ

になっている。いかにもアメリカ的という印

象を 受 けるが、この辺の事情 は遠い東 洋の

我 々には知 るよしもない。

ＡｃａｄＲａｄｉｏｌは新興であるがやはりｏｆｆｉｃｉａｌ

ｊｏｕｒｎａｌの強みか創刊当時から読みごたえの

１５１－
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ある論文が掲載されている。その一方でＩｎｖｅｓｔ

Ｒａｄｉｏｌは、現在も発行されているが以前とは

かなり雰囲気が変わりつつあるような感じを

受ける。この二つの雑誌は臨床的な内容より

も実験的な内容の論文を多く扱っていること

に特色がある。また放射線物理学や、放射線

関係の実験で用いる統計処理手法などの論文

も多く取り扱われる。現在はＡｃａｄＲａｄｉｏｌは

Ｍｅｄｌｉｎｅでは検索できないがいずれ収録され

ると考えられる。

（６）ＭｅｄｉｃａｌＰｈｙｓｉｃｓ（ＭｅｄＰｈｙｓ）

Ｍｅｄｉｃａｌ Ｐｈｙｓｉｃｓはその名のとおり放射線

物理学、工学関係の論文が掲載される。この

雑誌はＡｍｅｒｉｃａｎＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆＰｈｙｓｉｃｉｓｔｓ

ｉｎＭｅｄｉｃｉｎｅのｏｆｆｉｃｉａｌｊｏｕｒｎａｌである。そ

の内容は画像診断、放射線治療、核医学を始

め多岐にわたる。この分野に関心のある場合

は有用な情報を提供してくれる雑誌である。

またコンピュータの医学への応用やデジタル

画像関係の雑誌とし七は、他にＪｏｕｒｎａｌ ｏｆ

ＤｉｇｉｔａｌＩｍａｇｉｎｇ（ＪＤｉｇｉｔａｌＩｍａｇ）などが

あげられる。

（７）ＡｃｔａＲａｄｉｏｌｏｇｉｃａ（ＡｃｔａＲａｄｉｏｌ）など

ＡｃｔａＲａｄｉｏｌ，ＢｒＪＲａｄｉｏｌ やＥｕｒＪＲａｄｉｏｌ

などのヨーロッパ系の雑誌もＲａｄｉｏｌｏｇｙやＡＪＲ

と同じく総合放射線医学雑誌の形態をしてい

る。従って原著、症例報告やレビューなどか

ら成り立っている。ただ現在の放射線医学の

主流はアメリカにあるため、やや力不足の感

はいなめない。しかし重要な論文が掲載され

ることも多いのでチェックする必要はあると

思われる。

３． 国内雑誌

国内で発行される雑誌も学会誌と商業誌に

分けられる。学会誌では日本医学放射線学会

の機関誌である日本医学放射線学会雑誌（日

本医放会誌）がある。英文誌としてはＲａｄｉａｔｉｏｎ

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ などが挙げられる。また技術系の

雑誌としては日本放射線技術学会の機関誌で

ある日本放射線技術学会雑誌（日本技学誌）

が挙げられる。商業誌としては画像診断、臨

床放射線（臨放）、臨床画像、映像情報メ

ディカル、ＩＮＮＥＲＶＩＳＯＮなどが挙げられる。国

内雑誌の良いところは日本語で書かれている

ため読みやすいということがまず第一に挙げ

られる。欧米と日本では、疾病構造や医療構

造の違いがあり欧米のデータが必ずしも日本

の現実にあてはまるとは限らない。このため

関心領域にずれが生じ、日本では非常に関心

が持たれているテーマであっても欧米の雑誌

ではあまり取り上げられないこともある。た

とえば肝癌は日本ではきわめてポピュラーな

疾患であり、ＩｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌＲａｄｉｏｌｏｇｙの領

域におけるＴＡＥ（経カテーテル的動脈塞栓

術）に関する研究は、日常臨床において重要

な情報を提供してくれると考えられる。しか

しウイルス性肝炎は東洋人に多いこともあり、

Ｒａｄｉｏｌｏｇｙを初めとして欧米系の雑誌はこの

テーマに比較的冷淡なようである。逆にアメ

リカなどでは、ＡＩＤＳによるさまざまな合併症

の研究や臓器移植に伴う研究が盛んであった

りするので、この話題に関する論文が多く掲

載されたりする。このため欧米の雑誌一辺倒

では、日常臨床における必要な情報を得るのに

十分とはいえないと考えられる。なおＭｅｄｌｉｎｅ

では日本医放会誌と臨放が検索できる。

（１）日本医学放射線学会（日本医放会誌）

英文名ぱ Ｎｉｐｐｏｎ Ａｃｔａ Ｒａｄｉｏｌｏｇｉｃａ

（ＮｉｐｐｏｎＡｃｔＲａｄｉｏげ’である。内容は原著、

研究速報、テクニカルノートなどからなり、

診断学、治療学、核医学、放射線物理学を網

羅する。国内の研究の動向がよくわかり、日

常臨床に役立つ知識を得るのに適した雑誌で

ある考えられる。また地方会や部会の報告記

事が巻末に抄録とともに掲載されており、あ

まり行くことがない他の地方会で発表された

－１５２－



内容も知ることができて便利である。地方会

でも良い発表があり大変参考になることがあ

る。

（２）商業誌

画像診断と臨床画像は名前のとおり診断学

の雑誌である。臨床画像は大判であったが、

最近Ｂ５版になり商業誌は三誌ともＢ５版に

なった。これに反して日本医放会誌は欧米系

の雑誌を意識したのかＢ５版から大判のＡ４

版になった。両誌とも特集記事と原著及び症

例報告からなる。このうぢ 臨床に役立っ

のは特集記事の方であろうと考えられる。記

事は国内の専門家が、門外漢に解りやすいよ

うに執筆している。臨床画像の特集記事の方

が全体的にベーシックな内容を網羅している

ような印象を受けるが一概にはいえない。臨

放も特集記事と原著及び症例報告等からなる

が、こちらの方はむしろ原著や症例報告が主

である。とくに症例報告が毎号多数掲載され

ているので勉強になると思う。また臨放では

放射線治療に関する論文も扱っている。映像

情報メディカルとＩＮＮＥＲＶＩＳＯＮは技術系の雑誌

であるが、ＲＳＮＡなどの海外の学会の参加報告

など一般の医師にも興味ある記事も掲載され

る。

－ １５３

４。 おわりに
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臨床に役だつ放射線科の雑誌について述べ

るということで、かなり独断的な見方ではあ

るかと思うが画像診断医の立場から私見を述

べた。海外の雑誌ではＲａｄｉｏｌｏｇｙとＡＪＲに目を

通し、国内の雑誌としては日本医放会誌に目

を通すのが良 いと考え られる（あくまで

も目安であるが）。その上に、なおＪＣＡＴの

ａｂｓｔｒａｃｔに目を通し、あと興味のある雑誌を

パラパラとめくれればすばらしいのだが、残

念ながら私自身もここまではやっていない。

国内の商業誌は特集記事を読んだり原著や症

例報告を通して新しい情報を獲得するのに大

変便利である。Ｍｅｄｌｉｎｅの登場は画期的であ

り、キーワードを打ち込めばあっという間に

必要とする文献のリストが手に入るような時

代になった。このため以前ほど雑誌の名前を

気にすることはなくなったような気がする

（論文投稿は別だが）。しかし無駄がなく

なった反面、雑誌をパラパラとめくって面白

い論文を見つけるという感動も少なくなった

ような気がする。やはり雑誌に接する時には。

コーヒーでも飲みながら面白い記事を探すと

いう余裕も時には必要であると思われる。




